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Quasi－KroneckerSum   
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互いに相関のある複数のマルコフ到着過程（MAP）の重畳を考える。今、表現（r，r甑），（ぶ，ぶ0β）  

をもつ2つのマルコフ到着過程を考える。その到着間隔密度関数はそれぞれJ直）＝  

exp（Tx）TOα、ム（x）＝eXp（Sx）SOβと書くことができる。この2つの過程が独立したも  

のなら重畳したものはつぎの表現をもつマルコフ到着過程になることがよく知られて  

いる。  

（r㊤ぶ，rOα⑳ぶ0β）  

ここで、⑳はKroneckersumといい、Kronecherproductにより以下のように表される。  

ズ⑳y＝ズ⑳ち＋Jl㊨y   

従って、重畳された到着過程の到着間隔密度関数は、J（∬）＝eXp（（r⑳g）∬）（rOα⑳gOβ）  

と書くことができる。さて、2つのマルコフ到着過程に相関をいれるにはどうしたらい  

いだろうか？これに答えるために次のようなquasi－Kroneckersumoを導入する。  

芳Oy主＝β（ズ）⑳ム＋0β（ズ）⑳Q2＋Jl㊥β（y）＋Ql⑳0上）（y）  

β（芳）（β（y））は行列ズ（y）の対角成分からなる行列、0上）（ズ）（0上）（y））は非対角成分から  

なる行列を表す。Ql、Q2はある確率行列でこれらにより相関が導入される。（フ1とQ2が  

単位行列の時、quaSi－Kroneckersumは通常のKroneckersumに一致する。  

今、無限小生成作用素  

A＝rOぶ＋rOα○ぶ0β  

の定常確率ベクトルをPする。もし、2つのマルコフ到着過程が独立であるなら、  

P＝（p（1，1），p（1，2），…，p（1，m2），p（2，1），…，p（ml，1），…，p（ml，m2）），  

pl（宜）＝∑p（豆，丑p2（j）＝∑p（壱，メ）  
l  

において以下の式が成立する。  

p（宜，J）＝pl（軸2（J）  

ここに、（pl（哀））、（p2（乞））は、それぞれr＋rOα、ぶ＋ぶ0βの定常確率ベクトルとなる。  

特に今、特別な場合として、2つのマルコフ変調ポアソン到着過程を考えよう。了10αの  

対角要素を入1，入2，…，入ml、ぶ0βの対角要素を71，乃，…，≠2 とする。総平均到着率入＋7  

は  

入＋7＝∑（ 入i＋乃）p（宜，J）＝∑人肌（宜）＋∑w2（J）  
t  ゴ  
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と表すことができる。2つのマルセフ変調ポアソン到着過程の到着率の共分散は、・以下  

のように定義してよいだろう。  

Coγ＝∑入冊（豆，Jト∑入帯岬1（りp2（ブ）＝∑入冊（豆，ゴト入7 
i，J  i，J  i，J  

もし、p（五，J）＝pl（軸2（J）と表すことができるなら、  

Colノ＝0   

となるが、2つの到着過程に相関があるならC仇が．0となるとは限らない。このC肌の大  

小、正負はQlとQ2の構造により決まるが、待ち行列システムめ待ち時間にどのような影  

響をあたえるのかを今後調べていく。  
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